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               はじめに 

 

行幸通り「触れる地球ミュージアム」2017；主宰者挨拶（総括コメント） 

 

              「触れる地球ミュージアム」企画・主宰者 

              NPO法人 ELP (Earth Literacy Program)代表 

               京都造形芸術大学教授  竹村眞一 

 

“21 世紀生まれの子ども達が、いまだに 16 世紀の信長の時代のメルカトル地

図で学んでいるのはどうしたことか？”“地球目線で考える 21 世紀の地球人を

育てたい”−−−。 

このようなコンセプトで私共は、生きた地球の現状を可視化する世界初のデジ

タル地球儀「触れる地球」を駆使して、一般市民や家族連れがアクセスしやすい

東京駅前・行幸地下通路という公道空間で「触れる地球ミュージアム」を開催し

て参りました。 

２年目を迎えた今年は、お蔭さまで昨年以上の一日平均来場者を集めて開催す

ることが出来ました。NHK World “Design Talks Plus”や TOKYO MX“お江戸

に恋して”などメディアにも取り上げられ、多方面から注目いただく催事とし

て定着しつつあります。 

 

今年は熱中症のリスクも考慮して夏のピーク時の開催を避け、前期（7 月「海の

日」の前後 3週間）と後期（9〜10 月の約 1ヶ月）の 2期に分けた開催を試行し

ました。 

前期のテーマ「海」は、深海探査やバイオロギング生物調査の進展などホットな

話題も多く、そうした面を紹介する展示やトークショーにも力を入れましたが、

同時に近未来の気候変動の鍵を握る「海の温暖化」や生物多様性の危機など、

「地球目線」で考えるべき多くの課題に眼を向けるきっかけを提供できたと考

えております。ともすれば「大陸中心的」な思考で、海を残余とみなしがちな私

たちの世界観を揺さぶる意図もありました。 

日本財団「海と日本プロジェクト」の一環としても位置づけられた本企画を、海

に囲まれた海洋国家・日本の次世代育成につなげるべく、本展示のコンテンツ

を今後 AR ブックなど使いやすい教材の形でまとめて参りたいと思います。 

 

後期は、コミュニケーションデザインの専門家集団 POOL Inc.の多大なご協力

を賜り、“イルカが語る 2050 年の未来”というトーンで円柱ポスター展示他を

演出する新手法を試行しました。 
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気候変動、水問題、都市のリスク、食と農の危機など、にわかにメインストリー

ム化しつつある“SDGs”（サステナブル開発目標）とも重なるテーマで、その想

像力の飛距離をさらに 2030年以降へと延長する企画でした。いまの子育て世代、

団塊の世代にとっては、自分の子や孫が社会の中核をなす 30数年後をどのよう

に設計し、選択するか？というリアルな問いかけでもあります。 

 

「触れる地球」に表示された地球温暖化シミュレーションを見れば、「パリ合意」

のシナリオ（2050 年に CO2 排出半減など）を実現するかどうかで、未来の地球

環境は大きく変わることがわかります。逆にいえば「選択権」は私たちにあると

いうことです。 

そして、それを可能にする新たな発想や技術はすでにある−−−。今回の併設展示

ゾーンでは、「水のリサイクル」「海洋都市」「木造建築新時代」といったテーマ

でそれを体感いただける展示を実現。 

宇宙船内のように尿まで浄化・再利用できる水循環システムが「地球標準」にな

ったら、人類の水消費を大きく削減でき、水不足で戦争する「水の世紀」のソリ

ューションにつながるでしょう。シリア ISやアラブの春など、内戦や難民発生

の引き金となったのが深刻な干ばつや水・食料問題であったことを考え合わせ

れば、こうした SDGs ソリューションの技術群は「平和創造技術」Peace 

Technology ともいえるかもしれません。 

日本の技術や企業の営みが、こうした地球的・人類的な課題を解決する潜在力

を持つという事実を、未来に希望を持てずにいる次世代にもっと強いメッセー

ジで伝えてゆく必要があります。 

「触れる地球ミュージアム」はこうして地球の現状を可視化するのみならず、

その解決策、もう一つの未来を具体的に提示してゆくempowermentの場として、

今後もさらにバージョンアップして参りたいと思います。 

 

最後に、国際競争力特区としての丸の内に相応しい公益的催事として、公道で

の開催を認可いただいた東京都、共催者としてご支援いただいた大丸有エリア

マネジメント協会ならびに三菱地所（株）、特別協賛を頂いた日本財団、またご

協賛・ご協力をいただいた数多くの企業・団体・個人クリエイターの皆様に、こ

の場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 

 

平成 29 年 11 月 30 日 

一般社団法人 Earth Literacy Program 

代表理事 竹村眞一 
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【催事概要 前期】 

催事名称：丸の内・触れる地球ミュージアム 2017 テーマ「海」 

 

主 催 ：特定非営利活動法人 Earth Literacy Program（ELP） 

     代表 竹村眞一 

 

共 催 ：特定非営利活動法人 大丸有エリアマネジメント協会  

 

特別協賛：日本財団（「海と日本」プロジェクト） 

 

後援：文部科学省、農林水産省、環境省、千代田区  

 

協賛：味の素（株）、（株）ウェザーニューズ、JA 全農（全国農業協同組合連合

会）、日本アジアグループ（株） 

 

協力団体・企業：三菱地所（株）、（一社）大手町・丸の内・有楽町地区まちづく

り協議会、(一社)大丸有環境共生型まちづくり推進協会（エコッツエリア協会） 

展示協力：ソニー企業（株）、沖縄美ら海水族館（（一財）沖縄美ら島財団）、渋

谷正信氏（（株）渋谷潜水工業、（一社）海洋エネルギー漁業共生センター）、国

立研究開発法人・海洋研究開発機構、（株）内田デザイン研究所、アズラボ（株）、

（株）ＪＶＣケンウッド、サントリー食品インターナショナル（株） 

運営監理：（株）STORY 

会 期 ：平成 29年 7 月 14 日（金）から同年 8月 6 日(日)まで 

     注）7月 13日に内覧会と開幕式を実施 

 

会  場：千代田区丸の内行幸通り地下通路  

（東京駅前・千代田区丸の内 2-4-1 先） 

 

開館時間：11:00から 19:00 

    （イベント開催時は 11：00から 20：00） 

 

休館日 ：なし 

 

入場料等催事参加費 ：無料 

以上 
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【催事概要 後期】 

催事名称：丸の内・触れる地球ミュージアム 2017 テーマ「2050 年の地球」 

 

主 催 ：特定非営利活動法人 Earth Literacy Program（ELP） 

     代表 竹村眞一 

 

共 催 ：特定非営利活動法人 大丸有エリアマネジメント協会  

 

特別協賛：日本財団（「海と日本」プロジェクト） 

 

後援：文部科学省、農林水産省、環境省、千代田区、東京都  

 

協賛：味の素（株）、（株）ウェザーニューズ、サントリー食品インターナショナ

ル（株）、JA全農（全国農業協同組合連合会）、（株）シェルター、（一社）太陽

経済の会、日本アジアグループ（株）、日本リファイン（株）、（財）Next Wisdom 

Foundation 

 

協力団体・企業：三菱地所（株）、（一社）大手町・丸の内・有楽町地区まちづく

り協議会、(一社)大丸有環境共生型まちづくり推進協会（エコッツエリア協会） 

展示協力：清水建設（株）、ソニー企業（株）、 

沖縄美ら海水族館（（一財）沖縄美ら島財団）、中越パルプ工業（株）、（株）内田

デザイン研究所、アズラボ（株）、（株）ＪＶＣケンウッド、WOTA株式会社  

運営監理：（株）STORY 

企画協力：POOL Inc. 

会 期 ：平成 29年 9 月 15 日（金）から同年 10月 15日(日)まで 

     注）9月 15日に内覧会と開幕式を実施 

 

会  場：千代田区丸の内行幸通り地下通路  

（東京駅前・千代田区丸の内 2-4-1 先） 

 

開館時間：11:00から 19:00 

    （イベント開催時は 11：00から 20：00） 

休館日 ：金曜日 

入場料等催事参加費 ：無料 

以上 
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NPO 法人 ELP (Earth Literacy Program) 活動紹介 

 

＜団体の概要＞ 

NPO 法人 ELP（Earth Literacy Program）は“地球リテラシー”−−−すなわち

最新科学の知見に基づいた新たな地球認識を広く普及し、気候変動対策・防災・

自然資本保全などの地球的課題に対する関心や行動を喚起してゆくことを目的

に活動しています。 

特に本法人の代表理事・竹村真一（京都造形芸術大学教授）が中心となって独自

開発した世界初のデジタル地球儀「触れる地球」Tangible Earth を駆使して、

若い世代にも訴えるビジュアルな展示手法で地球という星の魅力や環境問題を

見える化。 

「触れる地球ミュージアム」などの展示イベント、市民や企業人むけの講演会、

「子ども地球教室」などの催事を頻繁に開催しています。また小中高校での「触

れる地球」出張授業もしばしば行なってきました。 

（標準仕様「中型普及版」触れる地球は、発案・ライセンス提供元；ELP、製

造・販売委託先；JVC ケンウッド。） 

 

この地球儀は、海洋研究開発機構、国立環境研究所、JAXA など第一線の科学研

究機関から提供された科学データに基づき、海流・海面温度、地震・津波、大陸

移動、渡り鳥や海洋生物のグローバルな移動軌跡、海洋気候変動（エルニーニョ

現象等）、地球環境への人間活動の影響（大気汚染物質の越境移動、CO2 排出、

オゾンホール、森林減少、地球温暖化など）をダイナミックな動画像で球体に映

し出します。 

またインターネット経由で、常時ほぼリアルタイムの気象情報や世界各地のラ

イブ映像を取得して表示します。子どもにも理解しやすく、関心を引くかたち

で地球環境問題への意識啓発を行なうことができます。 

 

こうした「リスク・コミュニケーション」分野での実績が国連本部に認められ、

2012 年から UNISDR；国連防災戦略事務局より『国連防災白書』Global 

Assessment Report on Disaster Risk Reduction のコンセプト監修及びコミュ

ニケーション・デザインを委託されています。（『国連防災白書』2013/2015 に続

き、今年 2017 年版を上梓） 
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国連防災会議（2013 年ジュネーブ国連本部、2015 年仙台）では、編集に携わっ

た「国連防災白書」の最新データを駆使して「触れる地球」の展示・デモ講演を

行ないました。UNESCO“ESD”（Education for Sustainable Development）

名古屋会議や国連気候変動会議 COP15、伊勢志摩サミットでも同様の展示を行

なって来ています。 

 

2016 夏の東京駅前（行幸通り地下通路）「触れる地球ミュージアム」（企画制作；

ELP、後援；環境省・文部科学省・農林水産省）では 3 ヶ月で９万人の来場者

に対し、海洋や気候変動に関する意識啓発を行ないました。 

また東北の東日本大震災の津波被災地の子ども達に対しても「触れる地球」を

使った地球授業をしばしば行い、岩手県・久慈市の水族館「もぐらんぴあ」に

も、地球環境や海洋教育の啓発ツールとして導入（常設）されています。 

 

 

＜代表者；竹村真一略歴＞ 

1959 年生まれ。東京大学文学部哲学科卒、東京大学大学院・文化人類学博士課

程修了。（財）アジアクラブ主任研究員、東北芸術工科大学助教授などを経て現

在、京都造形芸術大学教授。人類学的な視点から地球環境問題や IT 社会を論じ

つつ、「触れる地球」など IT 技術を活用した地球環境問題への独自な取組みを

進める。また、その活動母体として NPO 法人 ELP（Earth Literacy Program）

を設立運営、代表理事を務める。 

生きた地球を可視化する初期のインターネット作品“Sensorium”は電子アー

トの国際登龍門アルス・エレクトロニカのネット部門でグランプリ受賞（1997

年）。 

「触れる地球」は 05 年；通産省グッドデザイン賞・金賞、13年；経産省キッ

ズデザイン最優秀・内閣総理大臣賞を受賞。その他、「100万人のキャンドル

ナイト」、「Water展」「コメ展」（六本木デザインサイト 21_21）、東京丸

の内「触れる地球ミュージアム」などを企画・制作。 

2011年の東日本大震災後、政府の「復興構想会議」専門部会委員に就任。また

国連 UNISDR（国連防災機構）からの委嘱で、2012年以降『国連防災白書』を

監修。2015年「食の万博」ミラノ博では日本館の展示を企画・監修。東京都・
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環境審議会委員。J-wave ナビゲーター（「アーストーク」2016/17等をホス

ト）。 

 

 

著書に『地球の目線』（PHP 新書）、『宇宙樹』『22世紀のグランドデザイ

ン』（慶応大学出版会）、『地球大学講義録』『地球を聴く』（坂本龍一氏と

の対談；日経新聞社刊）、『新炭素革命』（PHP）など。『宇宙樹』は高校の

国語の教科書にも採録されている。 

 

 

 

＜設立以来のおもな活動実績＞ 

 

・ 「触れる地球ミュージアム」（2016 年 8〜10 月） 

 

東京都の認可を受け、東京駅前・行幸通り地下通路にて開催（企画制作；ELP、

主催；一般社団法人「触れる地球の会」、後援；環境省・文部科学省・農林水

産省・千代田区）。3 ヶ月の期間中に約 9 万人の来場者を集め、夏休み中はほ

ぼ連日「触れる地球」を使った子ども向け地球講座を開催。宇宙飛行士の山

崎直子氏や隈研吾氏、佐藤卓氏らゲスト講師も招き、宇宙や「海」「森」から

地球を考えるセミナーも開催（イベント参加者は計 1500 名）。 

「触れる地球ミュージアム」ホームページ； 

http://earth-museum.jp/marunouchi/ 

 

 

・『国連防災白書』コンセプト監修・コミュニケーションデザイン（2012 年〜） 

 

ジュネーブ国連本部（UNISDR；国連防災戦略事務局）より『国連防災白書』

Global Assessment Report on Disaster Risk Reduction の情報デザインを委嘱

され、リスクコミュニケーション・ツールとしての「触れる地球」のノウハウを

活用して 2013 年版、2015 年版を編集（現在 2017 年版を作成中）。 

iPad 等で閲覧可能なタブレット版「触れる地球」（液晶画面上の 3D 地球像に地

http://earth-museum.jp/marunouchi/
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球温暖化や台風・津波など自然災害のデータを表示）を独自開発し、印刷版の白

書とも AR 機能で連動する形で電子版『国連防災白書』（GAR for Tangible 

Earth;”GfT”）を企画・制作。白書全体の構成や編集コンセプトも監修。 

http://www.preventionweb.net/english/hyogo/gar/2015/en/home/gft.html 

http://www.desinventar.net/gft.html 

 

国連防災会議（2013 年ジュネーブ国連本部、2015 年仙台）では「触れる地球」

も展示しデモ講演。 

https://www.youtube.com/watch?v=-70o86hPyqQ 

 

 

・ 伊勢志摩サミットで「触れる地球」展示（外務省からの委託） 

洞爺湖 G8 サミット（2008 年）に続き、2015 年の伊勢志摩サミットでも「触れ

る地球」を IMC（国際メディアセンター）の先端技術展の一環として展示。 

http://www.g7ise-shimasummit.go.jp 

（外務省「国際メディアセンターにおける広報展示」の動画中；1 分 10 秒前後

を参照） 

 

・小中高校での「触れる地球」授業 

世田谷区砧南小学校での授業の様子が下記 HP に紹介。（その他、ノートルダム

小中学校、埼玉県のスーパーサイエンス高校（熊谷高校、川越女子高校）などで

実施。） 

http://itpro.nikkeibp.co.jp/pc/article/interview/20131219/1116003/?rt=nocnt 

 

・子ども向け「触れる地球」レクチャー（TEDxKids） 

https://www.youtube.com/watch?v=sdS7sgImCE0 

 

・海外での「触れる地球」デモ講演 

Global Philanthropy Forumでの基調講演（2014年サンフランシスコ） 

https://www.youtube.com/watch?v=0v9UYqEEf28 

 

 

 

http://www.preventionweb.net/english/hyogo/gar/2015/en/home/gft.html
http://www.desinventar.net/gft.html
https://www.youtube.com/watch?v=-70o86hPyqQ
http://www.g7ise-shimasummit.go.jp/
http://itpro.nikkeibp.co.jp/pc/article/interview/20131219/1116003/?rt=nocnt
https://www.youtube.com/watch?v=sdS7sgImCE0
https://www.youtube.com/watch?v=0v9UYqEEf28
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＜定款に記された団体の目的＞ 

 

目的等； 

この法人は地球環境問題に認識のある人だけでなく、問題意識のない人に対し

てもセミナーや交流会、シンポジウムを通じ、デジタル機器を効果的に使用し

て正しい知識と最新の情報を提供し、問題意識を高め、ともに解決方法を探り

ながら、より良い地球環境の保全に寄与することを目的とする。上記の目的を

達成するため、次に掲げる種類の特定非営利活動を行う。 

 

１） 社会教育の推進を図る活動 

２） 学術、文化、芸術またはスポーツの振興を図る活動 

３） 環境の保全を図る活動 

４） 国際協力の活動 

５） 情報化社会の発展を図る活動 

６） 科学技術の振興を図る活動 

７） 職業能力の開発または雇用機会の拡充を支援する活動 

８） 前各号に掲げる活動を行う団体の運営または活動に関する連絡助言、ま

たは援助の活動 
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事業； 

１） 特定非営利活動にかかる事業 

① 地球環境保全に関する情報の制作、発信、交流に関する活動 

② 地球環境保全に関する研究、開発、啓もう活動 

③ 環境問題に関心のある一般市民を対象とした交流会、講演会の企画及び

運営 

④ 学童、生徒及び学生を対象とした環境問題について関心を高めさせる事

業 

⑤ 上記事業に関する活動支援、及び情報提供事業 

⑥ その他、前各号の目的を達するために必要な事業 

 

２） その他の事業 

① 関連 IT 機材及びビジュアル機材の設計、製作、請負事業 

② 関連 IT 機材及びビジュアル機材のコンテンツ制作請負及びコンサルタ

ント事業 

③ 環境問題や地球環境保全に関する本の出版及び販売事業 

 

 

＜団体の活動・業務（事業活動の概要）＞ 

 

・デジタル地球儀「触れる地球」のシステム・コンテンツ開発 

 

スケールが大きすぎて実感を持ちにくい地球的課題（気候変動、海洋・森林保

全、資源制約、人口・都市問題、防災ほか）を、子どもでもわかりやすく、かつ

全国の学校・博物館でも活用いただけるようなヴィジュアルな教材として開発

すべく、「触れる地球」のさらなるシステム・コンテンツ進化、またその情報編

集ノウハウの多系展開（たとえばタブレット版・触れる地球の制作や AR 技術

を活用した本の出版など）を行なっています。 

ジュネーブ国連本部（UNISDR；国連防災戦略事務局）から 5 年来、情報デザ

イン監修を委託された『国連防災白書』およびそのデジタル版（国連の公式アプ

リ“GfT”；タブレット版「触れる地球」）はその一例です。 

http://www.preventionweb.net/english/hyogo/gar/2015/en/home/gft.html 

http://www.desinventar.net/gft.html 

http://www.preventionweb.net/english/hyogo/gar/2015/en/home/gft.html
http://www.desinventar.net/gft.html
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・「触れる地球ミュージアム」（展示イベント） 

2016 年夏に東京都の認可を受け、東京駅前・行幸通り地下通路にて開催した本

企画は、本年 2017 年も多彩なゲスト講師も招くトークイベントとともに開催

（企画制作 ELP）。 

参考；「触れる地球ミュージアム」ホームページ 

http://earth-museum.jp/marunouchi/ 

 

また、こうした「触れる地球」を活用した展示・イベント開催のノウハウを求め

る地方科学館や教育現場からの要望に基づき、地方科学館などに簡単に移設で

きるような「ミュージアム展示の簡易パッケージ化」も準備しています。 

（たとえば船橋環境学習館など首都圏の博物館への展示パッケージ提供、説明

員の派遣などを 2017 年度の事業の一つとして進めています。） 

 

・ 教育セミナー企画開催； 

１） 子ども向け〜「触れる地球ミュージアム」を主催地として、特に夏休

み期間や土日祝日を中心に「子ども地球教室」等を開催。 

２） 学生向け〜地球的課題に取り組む先進企業の環境 CSV 事業の担当者

を講師に招き、学生向けのセミナー開催（「未来をつくる仕事」など）。 

３） 企業人向け〜「触れる地球」を使った企業人向けの環境意識啓発の講

演会を、企業からの依頼に応じて年に十数回開催。また「地球価値創

造」（CPV; Creating Planetary Value）をテーマに、ELP 主催で企業

人向けに連続セミナーを企画開催。 

 

 

 

＜現在特に力を入れていること＞ 

 

１） 真に「地球目線」を持つ“地球人”の育成 

東京駅前「触れる地球ミュージアム」には 3 ヶ月で 9 万人の熱心な来訪者を

迎えたとはいえ、私たちの地球リテラシー育成活動は、ようやく多くの市民

や子ども達、企業人に届く足掛かりを得たという段階です。これを真にマス

のレベルで広がる活動にしてゆく使命（ミッション）を感じており、特に公

http://earth-museum.jp/marunouchi/
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共空間でのミュージアム活動や学校現場への出張授業・教育プログラム提供

に力を入れていきたいと考えています。 

 

２） 「海」や「水」の視点から地球や日本を考えるリテラシーの育成 

東洋のベニスと言われた江戸・東京も、近代的な都市設計や陸上交通の発達、

特に東京五輪 1964 以降の水路の暗渠化・高速道路化により、「水」や「海」

の側から都市を経験する回路を失いました。こうした“水に背を向けた”都

市・文明設計のあり方は、近年の洪水や津波災害、近未来の海面上昇を考え

る時、潜在的なリスク要因とも考えられます。 

また、こうした陸上中心的な視点への偏向は、海に囲まれた「海洋国家」と

しての日本の将来的なポテンシャルを正当に評価し得ない危険性をはらん

でいます。 

こうした問題意識に基づき、私たちは「水球」としての地球の美しさ、豊か

さ、面白さを効果的に訴求する「触れる地球」とその展示（ミュージアム活

動）をフルに活かしつつ、「海」から地球と日本の未来を考える視点の再生、

“水球人”としてのリテラシー育成に力を入れたいと考えます。 

 

３） 地球環境教育の人財育成 

「触れる地球」を的確に使いこなし、主宰ミュージアムでのデモンストレー

ション解説のみならず、地方博物館や学校現場に派遣も可能な解説員の養成

に力を入れています。そのための「地球ナビゲーター育成講座」を定期的に

開催。現在、その受講生通算 50 名が主宰イベント「触れる地球ミュージア

ム」その他で活動しています。 

この 50 名をこれから 2、3 年で数百名、数千名単位の広がりへと拡張し、全

国・全世界の教育現場や博物館に派遣しうるようなネットワーク組織態勢を

構築して参りたいと考えています。 
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４）子ども向け、学校現場向けの教育プログラム開発 

「触れる地球」は子どもや IT 環境に慣れた若者にも訴求力のあるヴィジュアル

ツールですが、その使い勝手（ユーザーインターフェイス）とともに、コンテン

ツ（解説内容）の分かりやすさという点では、まだまだ改善の余地があります。

また小学校低学年以下を対象としたプログラムは未解決の宿題です。 

そこで今年度からは特に「子ども向け」の解説・教育プログラムを、東京駅前の

触れる地球ミュージアム等を拠点に鋭意開発・実験してゆく予定です。 

また高校生向けの授業プログラムを、東京都品川区の品川女子学院や埼玉県の

スーパーサイエンス高校など、高校の先生や生徒達とも連携しながら継続的に

開発・制作中。2017 年度には荒川区の中学校の教育現場とも連携してプログラ

ム開発を予定です。 

 

５）「触れる地球」という機器だけに依存しないソフトウエア・プログラム開発 

国連タブレット版・触れる地球“GfT”もその一例ですが、さらに一般の家庭や

学校にある通常のアナログ地球儀を AR 機能でデジタル地球儀（触れる地球）

に変換する仕組みも開発中。今年中に学校現場などに普及させてゆく予定（2017

年 5 月下旬のメキシコでの「国連防災会議」でプロトタイプを発表予定）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                以上 
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１． ミュージアム開設の目的 

 

 本企画は、東京駅・丸の内界隈の来街者や就業者、家族連れやインバウンド外

国人観光客にむけ、丸ビルと新丸ビルの間の行幸通りの地下空間を“地球の現

在と未来”を体感するショーケースとして演出。地球環境問題や SDGs（国連・

持続可能な開発目標）課題を、日本の最先端の ITの粋を集めたデジタル地球儀

「触れる地球」等を駆使して発信し、人類的課題の社会的啓発を図るとともに

都市観光に貢献するものです。 

 

「触れる地球ミュージアム」は 2016年に初めて行幸通り地下通路で企画・開催

し、7月末から 10月末までの 3 ヶ月で約９万人の来場者を集めました（イベン

ト参加者約 1500名） 

 

「触れる地球」は、リアルタイムの気象情報や世界の都市のライブ映像、生き物

の生態や地球温暖化の進行など、生きた地球の姿を可視化する世界初のデジタ

ル地球儀として国内外で評価を得ています。 

2013年より国連 UNISDR（防災戦略事務局）でも”Global Risk Communication 

Platform” として重用され、これまで洞爺湖 G8 サミットやサマーダボス会議

（中国）、国連防災世界会議（仙台）、ミラノ博・日本館、エコプロダクツ展、伊

勢志摩サミット等でも展示されてきました。 

本企画は、これを５台展示した「触れる地球ミュージアム」（写真；展示イメー

ジ）を中心に、地球の現状を生きたかたちで見える化しつつ、日本の技術力・企

業力が切りひらく新たな地球の未来を可視化する「ソリューション・ミュージ

アム」としても演出します。 

 

―前期開催にあたって（以下は開催主旨として事前告知した内容） 

    

 宇宙とならぶ、もう一つの未開のフロンティア「海」。そう、私たちは新たな

「海」の発見の世紀に生きています。 

生き物のいない不毛の世界と思われた深海や海底も、驚くほど多様な生命に満

ちた世界である事がわかってきました。海底火山のとんでもない高温と水圧の

なかに暮らす生命は、常識を覆すような生存ノウハウの宝箱として注目されて

います。また生き物にセンサーをつけて行動を記録する「バイオロギング」で、

これまで未知であった生物の生き様、生命のつながりが見えてきました。 

一方、人工衛星による全球観測は、“地球の体温と体調” を診断するようにリア
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ルタイムの海水温や降雨を計測し、気象や気候変動の予測も可能に。これまで

大きすぎて全貌をつかめなかった「海」を、人類史上初めて私たちはその視野に

収めつつあります。海洋汚染や魚の乱獲、海の温暖化や海面上昇など課題も多

いが、一方では「海面上昇で沈むなら、浮かぶ都市を創ろう」といった、新しい

発想で未来を開くアイデアや実践も始まっています。 

20 世紀の常識で、21 世紀の子供たちの発想を縛らないようにしたい。 

次代の “地球人” を育てるために、新しい視点で「海」と生命、そして 

海をもつ稀有の星・地球の魅力を再発見していただきたいと思います。 

 

 

―後期開催にあたって（同じく事前告知した開催主旨） 

 

いまの子ども達が大人になる 2030年、さらに彼らが社会の中核となり、子育

てをする 2050年、私たちの社会と地球はどのように変化しているでしょうか？ 

地球温暖化、水や食糧の危機、高齢者人口が４割を超える社会、AIに仕事を奪

われる？・・・いろいろな懸念もありますが、一方で暗雲を吹き飛ばすようなポ

ジティブなビジョン、そしてそれを支える新たなアイデアや技術革新も生まれ

ています。 

 

21世紀の子ども達の未来への想像力を、20世紀の常識で縛りつけないようにし

たい。 

 

東京駅前・行幸通り地下「触れる地球ミュージアム」2017後期（テーマ“2050

年の地球”）は、思いっきり想像力の飛距離を伸ばして、私たちの未来ビジョン

のリフレーミング（枠組転換）をはかる企画を用意します。 

“It’s too late to be pessimistic”ーー悲観している暇があったら未来を創造しよ

う！触れる地球ミュージアムの新企画にご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 以上 
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2．展示・催事の概要（前期） 

 

 展示は、次の三つの柱で構成した。 

 

“地球ラウンジ” 

本 NPO 法人で独自開発した 5 基のデジタル地球儀を設置。地球の現在（ライ

ブ映像）、地球環境の豊かさとそのメカニズムを知り、地球温暖化シミュレーシ

ョンなどで地球の未来を考える。トークイベントやワークショップの会場も兼

ねる。 

 

“海のコリドール” 

「海から地球を考える」というコンセプトで、行幸地下通路の 200m にわた

る 40 本の円柱に、地球環境と海をめぐる多様な視点をわかりやすく解説（ポ

スター展示）。知られざる海の豊かさ、海と気候変動、海洋環境と海の生物多

様性に関する課題、海を軸に見直す世界史・人類文明史など（詳細は別添資

料参照）。あわせて日本の技術力・企業力が切りひらく新たな地球の未来ビジ

ョン、ソリューション事例を提示。 

 

“ギャラリー” 

「海」をテーマに、飛び出す 3D 映像で体験する海中世界や,身近な海・東京

湾の隠れたすごさ,豊かさを実感させる展示,東京駅前・丸の内,海の記憶展示

を展開。 

 

 

 会場配置図及び会期中の全体スケジュールは、本章末に示した。 

なお、入場、ワークショップ等の催事参加は全て無料とした。 

 

 柱の展示・催事概要は次の通りである。 

 

  ２-１）地球ラウンジ 

 

  ２-１-１）デジタル地球儀展示とプレゼンテーション 
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  5 基のデジタル地球儀には、インターネット経由で常時更新されるリアル

タイムの気象データ、世界各地のライブカメラ映像、生物多様性関連デー

タ（マグロ・クジラ・数種の渡り鳥などの移動航跡、植生変化、海洋プラン

クトン増殖など）、地震・津波とプレートテクトニクス、地球温暖化と気候

変動など 100 以上の科学データを搭載し、操作パネルのメニューで随時選

択して表示できる状態で展示。さらに以下のような 1 テーマ 1 分半～3 分

程度の 16 個のシナリオコンテンツを用意し、これらを組み合わせた形で特

別な訓練を受けた「触れる地球」専門ナビゲーター（説明員）が来場者に説

明を行った。 

   

 

カテゴリ タイトル 備考 

地球 

環境 

CO2 濃度の増加と発生源 CO2 排出シミュレーション解説 

地球温暖化 ；2 つの未来 国連 IPCC の 2 つの温暖化予測シナリオを比

較して表示(RCP8.5/2.6)。人類の選択によっ

て地球の未来が多く変わることをビジュアル

にわかりやすく伝える。 

北極海氷の減少 北極海氷の減少状況を解説    *RT 

大気 大気汚染と今 大気汚染の発生状況を解説    *RT 

コロンブスを運んだ風 地球の風系をコロンブスの航海で解説 

海洋 太陽エネルギーを運ぶ海流 黒潮・北大西洋海流の働きを解説 

エルニーニョとラニーニャ 海と気候変動の関係、エルニーニョの発生状

況と影響を解説 *RT 

陸域と 

地形 

世界の森林火災とその影響 温暖化の原因かつ結果でもある森林火災 

日本列島の地学的成り立ち プレートテクトニクス、地震・津波 

東日本大震災とチリ地震津波 太平洋の両側で発生する大津波を解説 
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生態系 アジサシ、 7 万 km の渡り 北極と南極を行き来する渡り鳥の生態 

マグロの回遊 マグロの回遊パターンとその理由を解説 

その他 メガシティの増殖 最大の人類的課題である都市問題 

奇跡の星、地球 地球と月・金星・火星との比較 

リアル 

タイム 

リアルタイム雲画像 最新雲画像を気圧配置や台風進路と表示 

世界のライブカメラ 地球を回しながらライブカメラ画像で世界各

地の現在の様子を見る（「地球の窓」） 

*RTと表示した北極海氷・大気汚染・エルニーニョ(海水温偏差)については、随時データを

更新し、最新の状況が表示されるようにした 

 

 

２-１-２）トークイベント・ワークショップ概要 

・【海の地球未来塾】：多彩なゲストとモデレーター竹村真一の対談で地球と人

類の未来を語る 6 回のトークイベント。累計参加者数 379 名。 

開催日、テーマとゲストは次の通りである。 

    

第１回 「見えてきた！海の生きものの本当の姿」（2017.7.17 （祝月）15:00〜

16:30） 

＜ゲスト＞ 渡辺佑基氏(国立極地研究所・准教授) 

※別添 【関連資料-3-1】参照 

 

第 2 回 「海と人間－新たな共生の道を探る」（2017.7.22（土）15:00〜16:30） 

＜ゲスト＞ 

渋谷正信氏（水中環境コンサルタント・潜水士・海洋人材育成指導／株式会社 

渋谷潜水工業 代表取締役社長／一般社団法人 海洋エネルギー漁業共生セン

ター 理事／一般社団法人 日本漁場藻場研究所 代表理事） 

※別添 【関連資料-3-2】参照 

 

第 3 回 「海と地球温暖化、気候変動」（2017.7.27（木）18:00〜19:30） 

＜ゲスト＞ 

山形俊男氏(東京大学名誉教授)※エルニーニョ、海の温暖化の世界的権威 

※別添 【関連資料-3-3】参照 

 

第 4 回 「海からはじまる未来の天気予報」（2017.7.29（土）15:00〜16:30） 

＜ゲスト＞ 

森田清輝氏（気象予報士、ウェザーニューズ執行役員） 
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※別添 【関連資料-3-4】参照 

 

第 5 回 「海をどう理解し、どう守る？」（2017.7.30（日）18:30〜20:00） 

＜ゲスト＞ 

佐藤圭一氏(沖縄・美ら海水族館副館長) 

※別添 【関連資料-3-5】参照 

 

第 6 回  「21 世紀、人間は「海｣に暮らす？」（2017.8.03 （木）18:00〜19:30） 

＜ゲスト＞ 

竹内真幸氏(清水建設・海洋都市開発リーダー)  

※別添 【関連資料-3-6】参照 

これらの講演記録は、関連資料-3 海の地球未来塾講演記録（前期）に示す。 

  

・【子ども地球教室】：竹村真一氏とナビゲーターたちが講師になり、触れる地

球を使って、「宇宙人もびっくり！海と大陸がある、この星の奇跡」「海の生きも

のに学ぶ～お手本は自然です！」「日本の海は宝の海？～水産資源・鉱物資源・

新エネルギー」「海と地球温暖化」「海と人類の未来～新たな海とのつながりを

デザインする」などのテーマをわかりやすく解説。 

 

会期中、土日を中心に延べ 24 回開催。累計参加者数は、保護者も含め 738 名。 

開催内容を関連資料-６「子ども地球教室の内容例」に示す。 
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２-２）海のコリドール 

 
各ポスターのテーマについては、関連資料-5-1「円柱ポスターテーマ（前

期）」に示す。 

 

２-３）ギャラリー 

  

展示内容は以下の通り。 

 

展示テーマ「海」（前期） 

 

［3D シアター 3D で体感する「海」のなかの世界］ 

飛び出す 3D 映像で体験する海中世界を表現。いろどり豊かな魚やジンベイザ
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メが、観覧者のすぐそばまで泳いでくるような体験を味わうことができる。（展

示協力 沖縄美ら海水族館・ソニービル） 

 

［メイン展示 知っているつもり？東京湾］ 

身近な海・東京湾の隠れたすごさ、東京湾の豊かさを知る水中散歩をテーマ

に、水中カメラで撮影した東京湾の様々なスポットをタブレットとマップにて

展示。（展示協力 渋谷正信氏（（株）渋谷潜水工業、（一社）海洋エネルギ

ー漁業共生センター） 

 

［パネル展示 東京駅前・丸の内、海の記憶］ 

徳川家康が埋め立てる 400 年前まで、ここは「海」だった！そんな海辺に街・

丸の内の歴史をひもとき、都市の未来を海との関わりで展望する内容を展示。 

 

［大丸有模型］ 

「触れる地球ミュージアム」のミッションである現代の地球的・人類的課題へ

のソリューション提示の一環として、環境先進圏・海浜都市・国際交流拠点とし

ての大丸有地区の価値を訴求。大手町・丸の内・有楽町の歴史から未来展望まで

をアートで表現したプロジェクションマッピングを駆使した模型を展示。海辺

の街「大手町・丸の内・有楽町」発展の様子が体感できる。（協力団体 （一社）

大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会） 

 

これらギャラリーの各種展示説明は、研修を行ったミュージアムスタッフが実

施した。 

 

詳細は、関連資料-1「ギャラリー展示（前期）」に示す。 
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２-4）その他 

 ●館内音楽について 

「触れる地球ミュージアム」館内を、オリジナル BGM にて演出。BGM 制作

は作曲家の神山健太氏が担当。 

 

神山健太氏プロフィール 

 

91 年生まれ、東京在住。 

様々な感情を映し出し、音を生み出している。彼の音楽を聴いたとき、無意識

に抱えている喜・怒・哀・楽に気づかされる。これはアンビエント(環境音楽)

の姿を借りた新しい Pops である。 

2017 年 3 月、メキシコレーベル”Nova Fund Recordings”から「触れる地球」

ミュージアムで使用された楽曲を収録したアルバム”Personal Song”をリリー

ス。2016 年 4 月、世界最大のインテリア祭典ミラノサローネにおいて、AGC 

旭硝子ブース内 BGM 制作。2015 年 3 月、国連防災会議 IN SENDAI におい

て「触れる地球」ブース内 BGM 制作。2014 年 8 月、竹村真一氏プロデュー

スのデジタル地球儀「触れる地球」のミュージアム館内 BGM 制作。 

 

●外国人観光客対応 

触れる地球ミュージアムが実施された行幸地下ギャラリーには、連日多くの

外国人観光局が訪れ、統計は取れていないが毎日約 40 組前後の来訪があっ

た。欧米からアジア、アフリカに至るまで様々な国からのお客様を迎え入れ、 
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語学堪能なナビゲーターがそれぞれ英語・中国語、スペイン語等で対応を行っ

た。訪問者からは、丁寧な対応や「触れる地球」の説明に対し、賞賛と好評を

得た。 

 

 

●触れる地球ナビゲーターの育成 

「触れる地球」を使って解説を行なうナビゲーターは、昨年の行幸通り「触

れる地球ミュージアム」以来（あるいはそれ以前から）の経験者数名を中心に

構成。今年から参加した経験の浅いアテンダントに関しては、前期開始前に

「触れる地球」デモ研修 2 回を行った。内容は、ナビゲーション訓練、新コン

テンツ披露、竹村真一からの触れる地球・開発の歴史、プロジェクトの理念と

背景、今後の展望の共有等。 

 

 結果、触れる地球ミュージアムにて、顧客満足の高いナビゲーションやミュ

ージアム運営につながり、顧客アンケートでも一定の評価を得ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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2．展示・催事の概要（後期） 

 

 展示は、次の三つの柱で構成した。 

 

“地球ラウンジ”    

本 NPO 法人で独自開発した 5 基のデジタル地球儀を設置。地球の現在（ライ

ブ映像）、地球環境の豊かさとそのメカニズムを知り、地球温暖化シミュレーシ

ョンなどで地球の未来を考える。トークイベントやワークショップの会場も兼

ねる。 

併せて後期は“Sim 地球”と題し、大陸分布や気候などさまざまな面で、現

在私たちが知る以外の多様な地球環境がこれまでも実際にあり、今後もあり得

ることを示唆。地球の未来を考える視点の多様化（想像力のブロードバンド化）

を図った。 

 

“A の未来と B の未来” 

2050 年の地球と人類社会は、現在の延長では必ずしもない。むしろ現在と

はまったく異なる前提で、新たな社会デザインが可能になっている可能性

が高い（たとえば水消費・エネルギー問題、海洋や宇宙空間の利活用、AI

との共進化など）。 

20 世紀の常識の延長でいま予想されているＡの未来と、視点や方法を変え

たＢの未来（リフレーミング）を左右対称で比較できるようなレイアウト

で、行幸地下通路の円柱ポスター展示を構成。 

 

“ギャラリー” 

「未来の都市,未来の暮らし」をテーマに、地下通路の円柱ポスターで展開し

た諸テーマを具体的事例を通して解説展示。地球の未来に向けての様々な

先進的な取り組み、日本企業の先端技術と人類課題のソリューションを紹

介。 

日本の未来を担う次世代が、日本に誇りを持ち、地球と人類の未来に対して

ポジティブな感覚を抱けるような事例展示に注力した。 

 

 会場配置図及び会期中の全体スケジュールは、本章末に示した。 

なお、入場、ワークショップ等の催事参加は全て無料とした。 

 

 柱の展示・催事概要は次の通りである。 
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  ２-１）地球ラウンジ 

 

  ２-１-１）デジタル地球儀展示とプレゼンテーション 

 

 

 

  前期と同様に、5 基のデジタル地球儀にはリアルタイムの気象データ、世界

各地のライブカメラ映像、生物多様性関連データ、地震・津波とプレートテ

クトニクス、地球温暖化と気候変動など 100 以上の科学データを搭載し、

操作パネルのメニューで随時選択して表示できる状態で展示。さらに以下

のような 1 テーマ 1 分半～3 分程度の 16 個のシナリオコンテンツを用意

し、これらを組み合わせた形で「触れる地球」専門ナビゲーター（説明員）

が来場者に説明を行った。 

   

 

カテゴリ タイトル 備考 

地球 

環境 

CO2 濃度の増加と発生源 CO2 排出シミュレーション解説 

地球温暖化 ；2 つの未来 国連 IPCC の 2 つの温暖化予測シナリオを比

較して表示(RCP8.5/2.6)。人類の選択によっ

て地球の未来が多く変わることをビジュアル

にわかりやすく伝える。 

北極海氷の減少 北極海氷の減少状況を解説    *RT 

大気 大気汚染と今 大気汚染の発生状況を解説    *RT 

コロンブスを運んだ風 地球の風系をコロンブスの航海で解説 

海洋 太陽エネルギーを運ぶ海流 黒潮・北大西洋海流の働きを解説 
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エルニーニョとラニーニャ 海と気候変動の関係、エルニーニョの発生状

況と影響を解説 *RT 

陸域と 

地形 

世界の森林火災とその影響 温暖化の原因かつ結果でもある森林火災 

日本列島の地学的成り立ち プレートテクトニクス、地震・津波 

東日本大震災とチリ地震津波 太平洋の両側で発生する大津波を解説 

生態系 アジサシ、 7 万 km の渡り 北極と南極を行き来する渡り鳥の生態 

マグロの回遊 マグロの回遊パターンとその理由を解説 

その他 メガシティの増殖 最大の人類的課題である都市問題 

奇跡の星、地球 地球と月・金星・火星との比較 

リアル 

タイム 

リアルタイム雲画像 最新雲画像を気圧配置や台風進路と表示 

世界のライブカメラ 地球を回しながらライブカメラ画像で世界各

地の現在の様子を見る（「地球の窓」） 

*RT と表示した北極海氷・大気汚染・エルニーニョ(海水温偏差)については、随時データを

更新し、最新の状況が表示されるようにした。 

併せて先述の通り“Sim 地球”と題した新たな展示コンテンツを、地球儀の１

台を使って、プロジェクションマッピングも活用した斬新な手法で展示した。 

 

 

２-１-２）トークイベント・ワークショップ概要 

 

・【未開の未来】：多彩なゲストとモデレーター竹村真一の対談で地球と人類の

未来を語る 6 回のトークイベント。累計参加者数 268 名。開催日、テーマとゲ

ストは次の通りである。 

 

第 1 回 「2050 年、人類は宇宙に暮らす？〜宇宙エレベーターと人類文明圏の

拡張〜」（2017.9.15（金）18:30〜20:00） 

＜ゲスト＞ 

山崎直子氏（宇宙飛行士） 

佐藤 実氏（東海大学清水教養教育センター） 

※別添 【関連資料-4-1】参照 

 

第 2 回 「21 世紀、人類は深海に暮らす？」（2017.9.16（土）15:30〜17:00） 

＜ゲスト＞ 

吉田郁夫氏（清水建設/海洋未来都市プロジェクト・グループリーダー） 

※別添 【関連資料-4-2】参照 
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第 3 回 「お金の未来～ブロックチェーンは人類を解放するか？」（2017.9.28

（木）18:00〜19:30） 

＜ゲスト＞ 

斉藤賢爾氏（慶應義塾大学 SFC 上席所員） 

※別添 【関連資料-4-3】参照 

 

第 4 回 「心とからだ、人間の進化」（2017.10.05（木）18:00〜19:30） 

＜ゲスト＞ 

安田登氏（能楽師・ロルファー） 

※別添 【関連資料-4-4】参照 

 

第 5 回 「芸術の未来、脳と五感の進化をめぐって」（2017.10.11（水）18:00〜

19:30） 

＜ゲスト＞ 

港千尋氏（多摩美大・芸術人類学研究所） 

※別添 【関連資料-4-5】参照 

 

第 6 回 「総括トーク」（2017.10.14（土）18:00〜19:30） 

＜ゲスト＞ 

竹村真一（触れる地球ミュージアム主宰） 

《後半対談》井上高志氏（NWF 代表取締役社長） 

※別添 【関連資料-4-6】参照 

 

これらの講演記録は、関連資料-4 未開の未来講演記録（後期）に示す。 

 

 

・ 【子ども地球教室】：竹村真一氏とナビゲーターたちが講師になり、触れる

地球を使って、 

「北極の氷が最小になる 9月～地球温暖化の行方（未来の 2つのシナリオ）」

「本来この星にエネルギー問題は存在しない？～宇宙時代のエネルギー戦

略」「Sim 地球～いま見ている地球だけが地球ではない（いろんな地球の可

能性）」「「水の世紀」～人類は水をめぐって争う？いえ解決策はあります！」

「「地球基準」で日本を再設計する」などをテーマに取り上げた。 

 

会期中、土日を中心に延べ 12 回開催。累計参加者数は、保護者も含め 340 名。

開催内容を関連資料-６「子ども地球教室の内容例」に示す。 
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２-２）A の未来と B の未来 

 

 
各ポスターのテーマについては、関連資料-5-2「円柱ポスターテーマ（後

期）」に示す。 

 

 

２-３）ギャラリー 

展示内容は以下の通り。 

 

展示テーマ「未来の都市、未来の暮らし」（後期） 

 

［超節水システム・水循環体験模型］ 

2050 年へ向けた新たな水循環・生活インフラのモデル提示。 

まるで宇宙船内にいるような水循環の創水システムを展示。汚水を入れると

数分できれいな浄水に高速濾過され、実際に蛇口から浄化された水が出てく

る様子を体感できます。研修を受けたスタッフが装置の実演と解説を担当。 

（展示協力 WOTA 株式会社） 

 

[木造都市革命の模型] 

高層建築にて実用が可能となった最先端技術の木材加工を紹介。21世紀の高

層建築は木で作られ、都市が森を育てる日も近いかもしれません。先駆事例と
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して竹村真一展示監修、坂茂氏設計の最新木骨構造の「富士山世界遺産センタ

ー」模型を展示。（展示協力 （株）シェルター） 

 

 [未来のバーチャル地球儀（ELP）] 

各国が発信をしている 2050 年に向けての未来ビジョン動画を表示。タブレ

ット上の 3D地球に国名を問いかけるとその国の未来ビジョンが再生される。

音声認識機能を使用。 

 

[深海都市構想模型（提供；清水建設）] 

 2050年、人類は海に暮らす。そんな日も近いかもしれません。実際に開発が

進められている『OCEAN SPIRAL』という深海都市構想を模型と解説パネル、

紹介動画を使って展示。（展示協力 清水建設株式会社） 

 

[海上都市構想展示（机上）] 

深海都市構想と同じく、実現に向けて動き始めている未来の海上都市構想

『GRENN FLOAT』を模型と解説パネル、紹介動画にて展示。また関連展示とし

て、オランダの浮体住宅や、丹下健三氏のマスタープラン『東京計画 1960』を

写真パネル展示。（展示協力 清水建設株式会社） 

 

［大丸有模型］ 

「触れる地球ミュージアム」のミッションである現代の地球的・人類的課題

へのソリューション提示の一環として、環境先進圏・海浜都市・国際交流拠点

としての大丸有地区の価値を訴求。大手町・丸の内・有楽町の歴史から未来展

望までをアートで表現したプロジェクションマッピングを駆使した模型を展

示。２０５０年を見据えた街づくり「大手町・丸の内・有楽町」発展の様子が

体感できる。（協力団体 （一社）大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協

議会） 

  

[未来キーワード解説パネル] 

未来キーワード「宇宙」「森」「水」「海」「太陽」「東京」をテーマにパネル

展示。 

 

これらギャラリーの各種展示説明は、研修を行ったミュージアムスタッフが

実施した。 

 

詳細は、関連資料-2「ギャラリー展示（後期）」に示す。 
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２-４）特別プログラム 

 

上述の諸プログラムに加え、次のような特別プログラムが実施された。 

 

1）子ども地球教室 高校生ナビゲーターの参加 

 

子ども地球教室のプログラムの一部を利用し、「触れる地球」を使ったデモ

ンストレーション解説を、これまで「触れる地球」の利用・学習経験をもつス

ーパーサイエンス高校・川越女子高校の地球天文部の学生（9 月 30 日）、品川

女子学院の学生（10 月 8 日）が担当し、高校生らしいユニークな視点やテー

マ・地球目線の解説で、来場者から好評を得た。 

 

2）【トーク】未来技術（CPV 地球価値創造）シナジーセッション  

 

10 月 6 日（金）夕刻、「触れる地球ミュージアム」の主旨に賛同し、展示協

賛を行なう企業（＝CPV；Creating Planetary Value 地球価値創造型企業）が

一同に会す場を設定し、お互いの経験やノウハウの交換・交流を図ることを主

眼に開催。一般来場者も参加し、多様な意見が飛び交う機会となった。 

 

発表者・パネリストは以下の通り。 

①宇宙船内のような汚水浄化・リサイクル技術で水問題解決の新たな地球標準

を創成しようとしている WOTA 社の創業者・北川力氏 

 

②「地下資源から地上資源へ」「リサイクルからアップサイクルへ」というコ

ンセプトでゴミゼロ社会創成をめざす日本リファイン・川瀬泰人社長 

 

③インド・アンドラプラデシュ州などで新時代の都市計画プロジェクトを民間

側パートナーとして指揮する山崎養世氏（「太陽経済の会」代表）は、行幸展

示に盛り込まれているような未来創造技術を結集した「モデル都市」創成を計

画中。 

 

④世界最大の気象情報会社ウェザーニューズ社から、大型台風など「今後の気

候変動への生活・ビジネス適応」「北極の未来」の話題提供。 
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 ２-５）その他 

●館内音楽について 

「触れる地球ミュージアム」館内 BGM の全体サウンドクリエートを作曲家

福田ハジメ氏が担当。前期同様、「触れる地球ミュージアム」オリジナル BGM

演出（制作 神山健太氏）や、「北極の音風景」と題して、坂本龍一さんが北

極で自ら収録してきた「北極の氷が融ける音」の BGM 演出を実施。 

 

福田ハジメ氏プロフィール 

 

 ベルリンに拠点を持ちながら世界を渡り歩いて磨かれた旋律を奏でるピアノ

パフォーマー、作曲家。コンテンポラリーダンスとのコラボレーションを得意

とする。ライブではピアノや共演者の音に特殊な残響をミックスした現代音楽

の表現や、尖鋭な即興演奏を展開する。国内ではライジングサンロックフェ

ス、海外ではベルリン日本大使館にて日本とドイツの国交１５０周年記念行事

など約３０カ国で演奏。アートスペースの音響デザインも行う。近年ではスリ

ランカ、ウクライナ、アイスランドなどで作曲活動を行う。 

http://hajime-soultravel.com/ 

 

福田ハジメ氏コメント 触れる地球ミュージアムによせて 

「約 60 分間のサウンドスケープは、坂本龍一さんがフィールドレコーディン

グした北極の音から始まります。遠く離れた場所で氷が割れ、水の流れが生ま

れる様子を収録しています。水は地球や大気を巡りながら、再び北極の氷へ還

っていきます。その循環の中で私達の命は潤い、生活や創作は成り立っていま
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す。神山健太氏と私の作品の合間には、ハワイのサウスポイントや、ベルリン

の公園の噴水でフィールドレコーディングした音も収録しました。水と創作の

織り成す循環をお楽しみください。今回音楽の再生に田口音響研究所のスピー

カーを使用しました。きめ細かな音に包まれながら、少し先の未来を想像する

時間を持っていただけたら嬉しく思います。」 

 

神山健太氏プロフィール 

 

91 年生まれ、東京在住。 

様々な感情を映し出し、音を生み出している。彼の音楽を聴いたとき、無意識

に抱えている喜・怒・哀・楽に気づかされる。これはアンビエント(環境音楽)

の姿を借りた新しい Pops である。 

2017 年 3 月、メキシコレーベル”Nova Fund Recordings”から「触れる地球」

ミュージアムで使用された楽曲を収録したアルバム”Personal Song”をリリー

ス。2016 年 4 月、世界最大のインテリア祭典ミラノサローネにおいて、AGC 

旭硝子ブース内 BGM 制作。2015 年 3 月、国連防災会議 IN SENDAI におい

て「触れる地球」ブース内 BGM 制作。2014 年 8 月、竹村真一氏プロデュー

スのデジタル地球儀「触れる地球」のミュージアム館内 BGM 制作。 
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●外国人旅行者対応 

触れる地球ミュージアムが実施された行幸地下ギャラリーには、前期同様、

連日多くの外国人観光局が訪れ、統計は取れていないが毎日約 40 組前後の来

訪があった。欧米からアジア、アフリカに至るまで様々な国からのお客様を迎

え入れ、語学堪能なナビゲーターがそれぞれ英語・中国語、スペイン語等で対

応を行った。訪問者からは、丁寧な対応や「触れる地球」の説明に対し、賞賛

と好評を得た。また前期を踏まえ、毎日最低 1 名の語学対応可能なナビゲータ

ーの配置を実施した。 

 

●触れる地球ナビゲーターの育成 

後期開始前に、触れる地球研修９回、新人研修 2 回を行った。 

 

 内容は、前期反省の共有と後期に向けての工夫、ナビゲーション訓練、新コ

ンテンツ披露、竹村真一からの触れる地球の歴史、背景、今後の展望の共有

等。結果、後期の触れる地球ミュージアムにて、より顧客満足の高いナビゲー

ションやミュージアム運営につながり、顧客アンケートでも一定の評価を得て

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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3．広報活動（前期） 

  以下の通り広報活動を展開した。 

【発信】 

・公式サイト「丸の内・触れる地球ミュージアム」を開設し、日々、催 

事を案内し、来場を呼び掛けた。 

 現在、各ワークショップ、トークショーの内容を順次公開している。 

・オープン時、プレスリリースを社の報道機関･出版社に発信（共催 特  

定非営利活動法人 大丸有エリアマネジメント協会から） 

 

【WEB 情報サイトへの掲載】 

 ・Peatix（イベント参加者申込フォーマットとしても利用） 

               http://peatix.com/group/55804/view 

・Facebook ページ発信         

https://www.facebook.com/tangibleearthmuseum/?hc_ref=ARQyMC3QCl

yslYEUl3QwbRzZrUNmFi0aljspTNxM9tTv8xOrgg0fTno_6J7iVlFbPMQ&fref=

nf 

・こども向けイベント情報サイト いこーよ 

 

【メディア】 

 メディアについては、これまでのチャネルも含め積極的に今回催事の 

情報を配布したが、結果以下のようなテレビ取材を得た。 

 

〈テレビ放映〉 

・TOKYO MX（9ch／MX1） 

9 月 16 日（土）11:00〜11:55 の「お江戸に恋して」生放送内 

番組 HP：http://s.mxtv.jp/variety/edokoi/ 

放送内容：下記、URL にて映像視聴可能 

https://www.youtube.com/watch?v=YnDlyXXOBlU&index=7&list=PLJu8-

wdelPDJPR4Wyy6dTcb_2tyJFtO1- 

 

http://s.mxtv.jp/variety/edokoi/
https://www.youtube.com/watch?v=YnDlyXXOBlU&index=7&list=PLJu8-wdelPDJPR4Wyy6dTcb_2tyJFtO1-
https://www.youtube.com/watch?v=YnDlyXXOBlU&index=7&list=PLJu8-wdelPDJPR4Wyy6dTcb_2tyJFtO1-
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  なお、来場者の来場動機については、第４章に記載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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3．広報活動（後期） 

  以下の通り広報活動を展開した。 

【発信】 

・公式サイト「丸の内・触れる地球ミュージアム」を開設し、日々、催 

事を案内し、来場を呼び掛けた。 

 現在、各ワークショップ、トークショーの内容を順次公開している。 

・オープン時、プレスリリースを社の報道機関･出版社に発信（共催 特  

定非営利活動法人 大丸有エリアマネジメント協会から） 

・開催会場付近の施設（丸ビル・新丸ビル）チラシラックでのリーフレ  

ット配置 

 

【WEB 情報サイトへの掲載】 

 ・Peatix（イベント参加者申込フォーマットとしても利用） 

               http://peatix.com/group/55804/view 

・Facebook ページ発信         

https://www.facebook.com/tangibleearthmuseum/?hc_ref=ARQyMC3QCl

yslYEUl3QwbRzZrUNmFi0aljspTNxM9tTv8xOrgg0fTno_6J7iVlFbPMQ&fref=

nf 

 ・日本財団「海と日本プロジェクト」SNS編集部からの投稿。（2017 年

9 月 8日付投稿） 

 

SNS 投稿イメージ 

  
 https://www.facebook.com/umitonipponproject/ 
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・こども向けイベント情報サイト いこーよ 

 

 

【サイネージ】 

・エリアサイネージ 

大手町・丸の内・有楽町エリアに 20箇所、95台設置されているエリア

サイネージ「丸の内ビジョン」に放映 

 

【メディア】 

 メディアについては、これまでのチャネルも含め積極的に今回催事の 

情報を配布したが、結果以下のようなテレビ取材を得た。 

 

〈テレビ放映〉 

・NHK World『Design Talk Plus』＃61「Celestial connections（天象）」 

2017 年 10月 5 日（木）9:30-10:00 15:30-16:00 22:30-23:00 

2017 年 10月 6 日（金） 3:30-4:00（早朝） 

DESIGN TALKS Plus（デザイン・トークス・プラス）内 

 

【再放送分】 

2017 年 11月 9 日（木）9：30-9：58   15：30-15：58   22：30-22：58  

2017 年 11月 10日（金）3：30-3：58  

 

【再放送 NHK BS１分】 

2017 年 11月 12日（日）3：30- 

 

番組 HP：

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/designtalksplus/201709280600/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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４．来場者数実績と来場者からの評価（前期） 

 

４-１）来場者数実績  

                      

前期は 7 月 14 日(金)から 8 月６日(日)の開催期間、実質開館日数は 24 日

となる。 

 

来場者累計は、32,318 名（24 日間）。 

毎日平均 1,347 名(2016 年度：1,158 名)の来場者を受け入れたことになる。

この内、ワークショップやトークショーへの参加者総数は 1,117 名であっ

た。 

前年度より、多くの来場者の方にお越し頂いた背景として、 

① SNS での発信量を増やしたこと。 

② 行幸通り地下通路の通行人の皆様に対して、積極的な呼び込みをスタッ

フが行ったこと。 

③ 昨年度からのリピーターのお客様も多くいらっしゃったこと。 

などが挙げられる。 

 

 

 

 

  ～丸の内・触れる地球ミュージアム 2017 前期 総来場者数・子ども地球

教室参加者・地球未来塾参加者～ 

 

 

～丸の内・触れる地球ミュージアム 2017 前期 総来場者数前年度比～ 

 

第1週 第2週 第3週 第4週 総計

期間 7/14(金)～7/19(水) 7/20(木)～7/26(水) 7/27(木)～8/1(火) 8/2(水)～8/6(日)

総来場者数(2017)前期 8,381 7,005 7,822 9,110 32,318

子ども地球教室 162 163 161 252 738

地球未来塾 72 112 140 55 379
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来場者数週間推移 

 

週間来場者数を図表表示した。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1週 第2週 第3週 第4週 総計

期間 7/14(金)～7/19(水) 7/20(木)～7/26(水) 7/27(木)～8/1(火) 8/2(水)～8/6(日)

総来場者数(2016)※ 7,081 8,358

総来場者数(2017)前期 8,381 7,005 7,822 9,110 32,318

前年比 ― ー 111% 109%

※昨年度同時期の参考数値

※黒塗部分は昨年度実施無し
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４-２）来場者のコメント 

  

   来場者にはアンケートを配布し、総来場者数の約 2％にあたる通の回答

を得た。 

   

各項目の回答詳細については、本章末に掲載の各項目の図表を参照のこと。

また来場者からの代表的なコメントを下記に記載する。 

 

展示内容に対する評価 

 

展示の個別内容についての評価は、以下のコメントが示す通り、全体的に高い

評価を得ており、環境教育、環境意義啓発という目的は成就できたと判断する。 

 

「これから生きていく子どもたちに教えること、伝えることを忘れていました。

自分の知らないところでこんなに興味深いプロジェクトが進んでいることに

ワクワクしました。」(30 代 女性) 

 

「是非続けて欲しい 文化のある丸の内らしい”気づき”の多い実験イベント

とてもありがたいです！また必ず参加したいです。」(40 代 男性) 

 

「10 年後の小学校で実際にこの地球儀が使われることを願っています。」(20 代 

女性) 

 

「学校に出向いての出張授業などやって頂けると、こどもたちにもっと身近に

感じることができると思います。学校に一台はなかなか大変だと思いますが、

科学館に行って触れることができると嬉しく思います。」(10 代 男性) 

 

「一流の講師から大変刺激的な話がきける地球のデータもライブで観られる。

素晴らしい企画で、もっとたくさんの人に、子どもに知ってもらいたい。今日

の話は海洋と気候変化のメカニズムで壮大な話だった。この海洋の温暖化の

傾向、何か手が打てるのか、新しく発見できた地球のリズムにどうやって適

応していけるのか真剣に考えたい。」(50 代 男性) 

 

「地球をさわっているだけだと、色々情報が見えて凄い、で理解がとまってい

たのだけど、イベントに参加して、様々なものが常に関連していることを改め

てわかり面白かったです。」(20 代 男性) 
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「公共性が高く OPEN な雰囲気が良いと思う。」(60 代 男性) 

 

「機械やハイテクも、関心の入り口をしては大いに有用だと思うが、しかしや

はり最終的には人。その点で案内係の方は専門的な見解がすらすら述べること

できてたので、こちらの主催者のレベル、意気込み本気度がよく分かった。」(50

代 男性) 

 

「小さいお子さんには話が難しいと思いました（小学校 4 年生〜くらい？）。可

能なら触れる地球をもう少し大きくした方がいいかも。」(40 代女性) 
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表-1   注：数字は人数 

1. 回答者の男女別構成       2. 回答者の年齢別構成 

無記入 45 9.2% 
 
無記入 42 8.6% 

男 197 40.1% 
 
5歳以下 13 2.6% 

女 249 50.7% 
 
小学生 61 12.4% 

 
 

  
中学生 21 4.3% 

    
高校生 4 0.8% 

    
大学生 11 2.2% 

    
20代 28 5.7% 

    
30代 79 16.1% 

    
40代 120 24.4% 

    

50代以

上 112 
22.8% 

       

3. 今回の催事情報入手先 

無記入 22 4.4% 

たまたま通りかかった 178 35.3% 

友人や家族に聞いた 118 23.4% 

WEBサイト 129 25.6% 

facebookなどの SNS 19 3.8% 

チラシ 7 1.4% 

マスメディア 11 2.2% 

Peatix 0 0.0% 

その他 20 4.0% 

   

 

 

 

4. 地下公共空間を使った今回の環境意義啓発をテーマとした 
社会実験に対する評価 
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無記入 39 7.9% 

ぜひ続けてほしい 289 58.9% 

続けてほしい 146 29.7% 

どちらとも言えない 16 3.3% 

再考した方が良い 1 0.2% 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      以上 
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４．来場者数実績と来場者からの評価（後期） 

 

４-１）来場者数実績  

                    

後期は 9 月 15 日(金)から 10 月 15 日(日)の開催期間、実質開館日数は 28

日となる。 

 

来場者累計 26,073 名（28 日間）。毎日平均 931 名(2016 年度：929 名)の来

場者。この内、ワークショップやトークショーへの参加者総数は 608 名で

あった。 

前年度より、多くの来場者の方にお越し頂いた背景として、前期同様 

① SNS での発信量を増やしたこと。 

② 行幸通り地下通路の通行人の皆様に対して、積極的な呼び込みをスタッ

フが行ったこと。 

③ 昨年度からのリピーターのお客様も多くいらっしゃったこと。 

などが挙げられる。 

 

  ～丸の内・触れる地球ミュージアム 2017 後期 総来場者数・子ども地球

教室参加者・未開の未来参加者～ 

 

 

 

   ～丸の内・触れる地球ミュージアム 2017 後期 総来場者数前年度比～ 

 

 

 

第1週 第2週 第3週 第4週 総計

期間 9/15(金)～9/21(木) 9/23(土)～9/28日(木) 9/30日(土)～10/6日(金) 10/7日(土)～10/15日(日)

総来場者数(2016)※ 6,153 5,606 5,453 8,823 26,035

総来場者数(2017)後期 6,187 4,638 5,338 9,910 26,073

前年比 100.6% 82.7% 97.9% 112.3% 100.1%

※昨年度同時期の参考数値

第1週 第2週 第3週 第4週 総計

期間 9/15(金)～9/21(木) 9/23(土)～9/28日(木) 9/30日(土)～10/6日(金) 10/7日(土)～10/15日(日)

総来場者数(2017)後期 6,187 4,638 5,338 9,910 26,073

子ども地球教室 75 42 39 184 340

未開の未来 114 42 39 73 268
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４-２）来場者のコメント 

 

   来場者にはアンケートを配布し、総来場者数の約 1％にあたる通の回答

を得た。各項目の回答詳細については、本章末に掲載の各項目の図表を参

照のこと。 

 

展示内容に対する評価 

 

  展示の個別内容についての評価は、分析中であるが、全体像としては、以

下のコメントが示す通り、高い評価を得ており、環境教育、環境意義啓発と

いう目的は一応成就できたと判断する。 

 

「8 月にも子ども（小２、年長）と来ました。子どもでもわかりやすく、また「地

球を助けたい」という気持ちにさせて頂けました。」(40 代 女性) 

 

「今回東京駅の地下で、日本の中心であるようなこの場所で取り組むことに意

味がある。たくさんの人に見てほしい。」（40 代 男性） 

 

「円柱ポスターの内容は歩きながら読むにはもったいない内容だと思います。

子供たちに伝えたいので（自分でもじっくり読みたい）ぜひ冊子にもして下さ

い。」（30 代 女性） 
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「他県から来た甲斐がありました。」（30 代 男性） 

 

「（水浄化システムについて）以前被災した地域に住んでいたが、こんなシステ

ムがあったらすごくよかった。早めに実用化できるようにしてほしい。」       

（50 代 男性） 

 

「是非続けて欲しい 高校の方のプレゼンがとても素晴らしかったです。 こう

いう機会（発表）があると、若者にも考えるチャンスができるし、思考の交流も

できて良いと思います。」（40 代 男性） 

 

「普段の生活では感じることの少ない地球の変化をもっと多くの人に知ってほ

しい。」（40 代 女性） 

 

「心配事が本当か、たんなる情報不足で不安に思っているのか正確なことを知

りたいと思いました。」（20 代 女性） 

 

「知識として知っていることでも、触れる地球で可視化されると、新鮮でイン

パクトが多き方です。」（10 代 男性） 

 

「自分が子ども時代にふれていた地球人は全く別次元の地球儀にただただ圧倒

されました。情報量もビジュアルも想像以上でした。この有意義なツールをう

まく活用して、みんなが平和で楽しく暮らしていければよいと思いました。」  

（30 代 男性） 
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表-1  注：数字は人数 

1. 回答者の男女別構成     2. 回答者の年齢別構成 

無記入 27 9.8%   無記入 30 11.1% 

男 109 39.6% 
 
5歳以下 2 0.7% 

女 139 50.5% 
 
小学生 7 2.6% 

 
 

  
中学生 7 2.6% 

    
高校生 1 0.4% 

    
大学生 31 11.5% 

    
20代 24 8.9% 

    
30代 43 15.9% 

    
40代 63 23.3% 

    

50代以

上 62 
23.0% 

       

 

3. 今回の催事情報入手先 

無記入 12 4.4% 

たまたま通りかかった 130 48.0% 

友人や家族に聞いた 32 11.8% 

WEBサイト 29 10.7% 

facebookなどの SNS 11 4.1% 

チラシ 0 0.0% 

マスメディア 4 1.5% 

Peatix 0 0.0% 

その他 53 19.6% 

   

 

 

4. 地下公共空間を使った今回の環境意義啓発をテーマとした 
社会実験に対する評価 
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無記入 16 6.5% 

ぜひ続けてほしい 141 57.3% 

続けてほしい 74 30.1% 

どちらとも言えない 15 6.1% 

再考した方が良い 0 0.0% 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 以上 
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５．運営のポイント 

 会期中は、幸いな事に無事故無災害で終える事が出来た。 

以下に、運営のポイントとして「健康」「安全」「環境」の 3つを挙げる。 

1．健康 

1-1）会場である行幸地下通りは地下空間ではあるものの屋外空間の為、7月

8 月の平均気温は、30度近くを記録する。その為、三菱地所(株)殿、施設

管理者である三菱地所プロパティマネジメント(株)殿に無償にてご協力

を頂き、会期中の空調強化を実施し、熱中症対策に努めた。 

1-2）同じく、熱中症対策の一環として、ナビゲーター・イベントスタッフ

には、常時飲料水を付与。また、長時間会場にいらっしゃるイベント参加

者にも無償で飲料水を配布した。 

1-3）ナビゲーター・イベントスタッフに対しての、健康管理面では、昼休

憩時間以外に、１時間辺り 15 分の休憩シフトを設け、また、後期は毎週

金曜日を休館日とし、長時間勤務による疲労蓄積を回避した。 

 

2．安全 

  2-1） 開会前に準備した運営マニュアルに、緊急時の連絡体制、行動計画を

定め、これらを三菱地所(株)殿、施設管理者である三菱地所プロパティマネ

ジメント(株)殿、丸の内消防署殿とも共有した。また、開催時間中は、緊急

時に迅速な対応が執れる様、展示場現場管理者もしくは非番の時の代行責

任者が常時会場に詰めることとした。 

  2-2） 会場の火気使用はないが、多くの電気、電子機器を使うため、通電火

災のリスクがあった。万が一に備え、各分電盤、電子機器類周辺には、消火

器を配置した。 

  2-3） 機器類の転倒防止については、最善の策を取ると共に、来場者に対し

ては、一事故 1 名につき 1 億円の施設賠償保険を付保した。また、ナビゲ

ーターについては、障害保険を付保した。 

  2-4） 不特定多数の来場者に加え、開催場所が出入り自由な公共空間である

ことに鑑み、朝礼・終礼にて情報共有や注意喚起をし、不測の事態に備え

た。また、管理会社の警備員による地下通路の定時巡回には、心強いものが

あった。 

  2-5） 閉館後も、開催場所が地下鉄の始発から終電までの時間帯は通路とし

て供され、機器類の盗難等の懸念もあったため、動産保険を付保するとと

もに、防犯ネットを設置し、閉館時間帯の保安管理を行った。 
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3．環境 

   3-1） 開催場所は、三菱地所(株)殿が所有・管理する区域で、同社は、

ISO14001 の認証も取得し、環境管理には先進的な取り組みを行っている。

従って、会場の環境配慮は、同社の方針に倣った。 

   3-2） 展示ブースの設置・撤去及びポスター貼付と撤去の際に生じる産業

廃棄物については、業務発注時にその処理対策の提示を求め、法規制に適

っているかを見極めたうえで発注した。また、設計に当たっては、極力、廃

棄の量を限定するよう指示した。 

   3-3） 環境配慮の一環として、前期に使用した案内パンフレット 1 万部の

印刷用紙は、協賛企業である中越パルプ工業 (株)殿より日本の竹 100％を

原料とした竹紙を支給頂いた。 

   3-4） 国家戦略特区道路占用に関し、道路を管理する都に対し環境美化の

観点から道路維持管理への協力として、会期中東京駅丸の内側の以下に示

す占用区域外の清掃活動を毎週 1 回、都合 13 回実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

CONFIDENTIAL
内部共有国家戦略特区占用に関する地域外清掃について

道路維持管理への協力として、「占用区域以外」において以下の通り清掃活動を実施する。

占用範囲は一部であるものの、約3ヶ月と比較的長期に及ぶイベントであることを踏まえた。

 実施する措置内容

図面に記載の道路（歩道部）の

巡回・ゴミ回収

＜赤エリア＞

※特に来訪者が多く、都市景観上も

重要となるエリア

1週間に1回

＜赤エリア＋青エリア＞

1か月に1回

 実施状況については別途報告
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６．評価と今後の課題 

６-１）御来賓、登壇ゲストからの評価 

 

山崎直子氏（宇宙飛行士）； 

「かねてからご活動と触れる地球ミュージアムの開催理念には共感し、昨年も

私が主宰する世界経済フォーラム（WEF ダボス会議）；Young Global Leaders

宇宙セッションの、このミュージアム内での合同開催をお願いしました。今年

もさらに充実した展示内容とセッション企画で、後期オープニング・トークシ

ョーにも楽しく参加させて頂きました。今後の継続とさらなる発展に期待しま

す。」 

 

港千尋氏（芸術人類学者・多摩美大教授）； 

「東京駅からアクセスのよい公道の地下空間で、これだけ質の高いトークセッ

ションが無料で開催されているというのは、私がよく知るパリや NY でも経験

したことがない。さすが東京という、日本の文化発信力を象徴するような企画

として、今後も期待します。」 

 

山崎養世氏（経済評論家、太陽経済の会代表）； 

「宇宙船地球号やジオデシック・ドームを発案したバックミンスター・フラー

が唱えていたことをまさに体現したのが、この触れる地球というデジタル地球

儀です。これが地球市民の意識啓発とビジネスリーダーの視点の転換に今後さ

らに活用されていくことを期待します。」 

 

 

 ６-２）会場設備 

 行幸地下通りでの触れる地球ミュージアム開催は、昨年度に続き 2 年連続と

なり、事前の申請手続きや、会場設備の調整、搬入搬出作業において、三菱地所

(株)殿、施設管理者である三菱地所プロパティマネジメント(株)殿のご協力の下、

円滑に会場の完成から撤収までを行う体制が出来た。一方で、ナビゲーター控

え室が狭く、休憩がしにくいとの声や、会場の室温管理に課題が残った。お客様

には快適なミュージアム空間を。ナビゲーターには、安心安全な就業環境を整

える為に、来年度は、就業環境と熱中症対策を改善ポイントに会場設営を行い

たい。 
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６-３）保安 

 開館中は、地球ラウンジ・ギャラリー共に現場責任者を配置。また全体統括責

任者を配置し、会場内で万が一のトラブルが発生した場合に備えたが、幸いな

事に、前期後期を通じてトラブルはなく、無事に会期を終える事が出来た。一方

で、閉館後は、防犯ネット等で会場内への侵入が出来ないよう対策をとったが、

万全を期する為、来期以降は夜間警備員を配置するなどの対策が保安体制とし

て、より望ましい。 

 

  ６-４）今後の触れる地球ミュージアムの運営スキーム 

 主催の当団体を軸に、運営監理を民間イベント制作会社、企画協力を広告会 

社が担当し、運営の円滑化と、企画内容の充実を図った。結果、来場者数も昨年 

に比べ、増加し、各方面から好評の声が多く寄せられた。一方で、より広く告知 

を実施すればさらに多くの集客が望めるとの声も多く、より効果的な広告活動 

を行える運営体制を来年度以降は整えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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７．収支報告 

   

   本催事の収支は、当会の一般年次会計から切り離し、案件ベースの特別 

会計の取り扱いとした。仔細は、表-1 丸の内・触れ地球ミュージアム収支

報告書に示す通りである。 

 

  添附の収支報告書は、当会監事の監査を受け、監査報告書（添付-1）の通り

適性に表示されている旨の見解を得ている。 

 

  主要支出の概要は次の通りである。 

① 賃料及び道路占用申請事務費用        3,541,610円  （11.8％） 

② 展示デザイン及び造作関連費          18,468,639円  （61.6％） 

③ コンテンツ製作、プロジェクト管理等外注費   4,251,442 円  （14.2％） 

④ 人件費                            2,371,836 円   （7.9％） 

⑤ 広報関連費                   926,459円    （3.1％） 

⑥ 管理費                   440,014円   （1.5%） 

                                 計 30,000,000円（100％） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 



丸の内・触れる地球ミュージアム収支報告書

単位:：円

収支内容 収入額 支出額
支出

%
収支バランス

【収入】

賛助金収入 30,000,000

【支出】

1 賃料及び道路占有申請事務費用

1-1) 道路占有料/まちづくり協力金（前期） 1,614,015

1-2) 道路占有料/まちづくり協力金（後期） 1,927,595

【賃料合計】 3,541,610 11.8

2 展示デザイン及び造作関連費

2-1)  【海のコリドール】 ポスター制作、ギャラリー展示制作費（前期） 3,520,194

2-2)  【ギャラリー】 ギャラリー展示制作費（後期） 281,448

2-3)  【Aの未来とBの未来】 ポスター制作、ギャラリー展示制作費（後期） 1,620,000

2-4）【プロジェクションマッピング】企画制作費（前期・後期） 2,700,000

2-5）【３D水中映像】展示制作費 972,000

2-6）【触れる地球ミュージアム全体】 設計費 756,000

2-7）【ミュージアム内音響環境】音源提供・音環境調整費 650,000

2-8） 触れる地球ミュージアムブース造作費 5,354,910

2-9） その他の設備関連費用

　 　　・電源容量増強及び撤去費用 1,059,480

　　・インターネット回線設営撤去工事費 230,040

　　・運搬費（搬入・搬出一式） 1,199,228

　　・設備関連備品 112,379

　　・ゴミ処理費（設備関連） 12,960

　【展示デザイン・造作関連費合計】 18,468,639 61.6

3 コンテンツ製作、プロジェクト管理等外注サービス業務

3-1）【触れる地球】コンテンツ制作費（前期・後期） 100,000

3-2）【円柱ポスター】コンテンツ制作費（前期・後期） 200,000

3-3）【ギャラリー】コンテンツ制作費（前期・後期） 100,000

3-4）  展示企画・制作費（プログラミング、UIデザイン等を含む）（前期・後期） 350,000

3-5）【催事】企画制作費（前期・後期） 250,000

3-6）【催事】講師謝金 300,000

3-7） プロジェクト統括マネジメント業務 633,551

3-8） 現場運営管理業務 2,037,091

3-9)   占用料減免措置対応街路清掃作業 280,800

　【外注ソフト＆サービス業務費合計】 4,251,442 14.2

4 人件費

4-1）ナビゲーター賃金及び通勤費用（前期） 1,170,933

4-2）ナビゲーター賃金及び通勤費用（後期） 1,121,083

4-3）ナビゲーター研修手当及び通勤費用 79,820

【人件費合計】 2,371,836 7.9

5 広報関連費用

5-1) 広報費用（Web構築、チラシ印刷費等）

   ・HP作成外注費（前期・後期） 193,000

   ・WEB更新外注費（後期） 200,000

　・パンフレット、チラシ等印刷費 12,577

　・パンフレット修正費 164,160

　 　・求人広告費用 104,760

　・イベント記録作成外注費 251,962

　・その他

 【 広報費合計】 926,459 3.1

6 管理費

6-1)  保険、保安関係費用

　・ナビゲーター傷害保険 174,140

6-2）租税公課 20,000

6-3）通信費 52,911

6-4）消耗品

　・事務消耗品 33,526

　・一般消耗品 159,437

【管理費合計】 440,014 1.5

総　　計 30,000,000 30,000,000 100.0 0

2017年11月22日
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【関連資料-1】ギャラリー展示  

テーマ「海」（前期） 

 

［3Dシアター 3Dで体感する「海」のなかの世界］ 

飛び出す 3D映像で体験する海中世界を表現。いろどり豊かな魚やジンベイザメ

が、観覧者のすぐそばまで泳いでくるような体験を味わうことができる。（展示

協力 沖縄美ら海水族館・ソニービル） 

 

 

付帯項目 部署名    ライツ表記 日付 3 

3Dコンテンツ例 

コピー・ 印刷 禁止 

タ イト ル Sony Aq uarium  3D黒潮の海の生きものたち  
上映時間 9分10秒 
 
■映像紹介 
 
沖縄美ら海水族館「 黒潮の海水槽」 で泳ぐジンベエザメ やマンタの他、
群れとなって泳ぐ魚等、 黒潮の海を泳ぐ魚たちの世界を大迫力の3D映
像でご覧いただけます。 ジンベエザメ が餌を食べるシーンは迫力満点
の必見！ 
※20 10年夏、 東京・ 銀座 ソニービルで開催された43th  Sony 
Aq uariumにおいて制作・ 上映された3D映像です。  
 
 
 
3D Sony Aq uarium作品は、 この他にも 3作品ございます。  

20170311 Event Producing  Dept. Copyrig ht 2017 Sony Enterp rise Co., Ltd . 
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［メイン展示 知っているつもり？東京湾］ 

身近な海・東京湾の隠れたすごさ、東京湾の豊かさを知る水中散歩をテーマ

に、水中カメラで撮影した東京湾の様々なスポットをタブレットとマップにて

展示。（展示協力 渋谷正信氏（（株）渋谷潜水工業、（一社）海洋エネルギ

ー漁業共生センター） 
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［パネル展示 東京駅前・丸の内、海の記憶］ 

徳川家康が埋め立てる 400年前まで、ここは「海」だった！そんな海辺に街・

丸の内の歴史をひもとき、都市の未来を海との関わりで展望する内容を展示。 
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［大丸有模型］ 

「触れる地球ミュージアム」のミッションである現代の地球的・人類的課題

へのソリューション提示の一環として、環境先進圏・海浜都市・国際交流拠点と

しての大丸有地区の価値を訴求。大手町・丸の内・有楽町の歴史から未来展望ま

でをアートで表現したプロジェクションマッピングを駆使した模型を展示。海

辺の街「大手町・丸の内・有楽町」発展の様子が体感できる。（協力団体 （一

社）大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会） 

 

 

 

以上 
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【関連資料-2】ギャラリー展示  

テーマ「2050 年の地球」（後期） 

 

［展示テーマ］ 

「未来の都市、未来の暮らし」 

地球に未来に向けての様々な先進的な取り組みを展示。 

 

［超節水システム・水循環体験模型］ 

2050 年へ向けた新たな水循環・生活インフラのモデル提示。 

まるで宇宙船内にいるような水循環の創水システムを展示。  

汚水を入れると数分できれいな浄水に高速濾過され、 

実際に蛇口から浄化された水が出てくる様子を体感できます。 

研修を受けたスタッフが装置の実演と解説を担当。 

（展示協力 WOTA 株式会社） 

 

水循環・体験展示 
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[木造都市革命の模型] 
高層建築にて、実用が可能となった最先端技術の木材加工を紹介。２１世紀の高層

建築は木で作られ、都市が森を育てる日も近いかもしれません。先駆事例として竹村

真一展示監修、坂茂氏設計の最新木骨構造の「富士山世界遺産センター」模型を展

示。（展示協力 （株）シェルター） 
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[未来のバーチャル地球儀] 
各国が発信をしている 2050年に向けての未来ビジョン動画を表示。タブレット上

の３D地球に国名を問いかけるとその国の未来ビジョンが再生される。音声認識機能

を使用。 

 

 

 
 

 

[深海都市構想模型] 
 2050年、人類は海に暮らす。そんな日も近いかもしれません。実際に開発が進めら

れている『OCEAN SPIRAL』という深海都市構想を模型と解説パネル、紹介動画を使

って展示。（展示協力 清水建設株式会社） 
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[海上都市構想展示（机上）] 
  深海都市構想と同じく、実現に向けて動き始めている未来の海上都市構想

『GRENN FLOAT』を模型と解説パネル、紹介動画にて展示。また関連展示として、オ

ランダの浮体住宅や、丹下健三氏のマスタープラン『東京計画 1960』を写真パネル展

示。（展示協力 清水建設株式会社） 

 

 
 

［大丸有模型］ 
「触れる地球ミュージアム」のミッションである現代の地球的・人類的課題へのソ

リューション提示の一環として、環境先進圏・海浜都市・国際交流拠点としての大丸

有地区の価値を訴求。大手町・丸の内・有楽町の歴史から未来展望までをアートで表

現したプロジェクションマッピングを駆使した模型を展示。２０５０年を見据えた街

づくり「大手町・丸の内・有楽町」発展の様子が体感できる。（協力団体 （一社）

大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会） 
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[未来キーワード解説パネル] 

未来キーワード解説パネル「宇宙」 
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未来キーワード解説パネル「森」 
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未来キーワード解説パネル「水」 
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未来キーワード解説パネル「海」 
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未来キーワード解説パネル「太陽」 
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未来キーワード解説パネル「東京」 

 
以上 


